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　27日は，午前９時半に国立シンガポール大学 Lee Kuan Yew School of Public Policy（リークワ
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１　はじめに
　1949年に成立した中華人民共和国は史的唯物論をその理論的基礎としたので人間の精神生活に関
わる部分，特に宗教を禁圧した。反右派闘争，文化大革命と続く革命の過程で宗教施設が破壊され
たことは誰しもよく知るところである。中華人民共和国建国以前の中国特に南部においては道教と
仏教が混融した祖先崇拝が精神生活の中心であり，様々な神を祭祀する廟，あるいは祖先を祭祀す
る祖廟が随所に存在していた。福建省では，対岸の台湾に渡航する者が多くいたこともあり，航海
の安全を祈願するために立てられた 州の媽祖廟をはじめ，天后宮など多数の廟が建てられてい
た。これら福建省に多数存在してきた廟もまた革命の中で有名なものを除き多くが破壊された。
　しかし，文化大革命が終わり，鄧小平の登場によって改革開放政策が実施されると，経済の自由
化だけでなく精神活動の自由化をも惹き起こした。さらに信教の自由が制度上保障されるようにな
ると，数十年間表面化することを許されなかった廟を中心とする文化もまた，中国，とりわけ本年
度筆者がフィールドとしている福建省では随所に復活してきている。今日，福建省のアモイ市を歩
くと，2000年に再建された思明区店上東里の興隆宮など近々10数年ほどの間に建立された廟があち
こちに見受けられる（写真１）。観光客でにぎわう第１港のすぐそばには，再建されたばかりの帆
礁宮が見られる（写真２）。本小稿では，このような廟を中心とする宗教文化を台湾との交流の拡
大という視点から見てみようと思う。
２　アモイ市の概要と人口
　アモイ市は，中国福建省南部の都市である。アモイ島とその周辺の地域が市域である。アモイ島
内には思明区，湖里区の２つの区があり，その周辺の中国本土には海滄区，集美区，同安区，翔安
区の４つの区がある。合わせて６区から成り立っている。漳州市と泉州市がアモイ市に接している。
福 と呼ばれる日本統治時代以前から台湾に居住する台湾人のルーツとして，漳州人か泉州人かと
いうことがよく言われ，また福 の多くがこの２つの地域の出身者であることから，この両地域に
挟まれたアモイ市は，これらの地域と並んで台湾人のルーツの１つと言われる。もっとも，清朝時
代末期まではアモイはこれらの地域と比べて格段に発展していたわけでも人口が密集していたわけ
でもない。アモイが発展するのはアヘン戦争後の南京条約によって開港され，さらに1902年に共同
租界が設けられ，外国との交流窓口になったことが契機である。さらに，中華人民共和国となって
からは，改革開放政策により中国最初の経済特区の１つに指定されたことが今日の発展の契機と
なっている。
　2010年11月１日に行われた第６回国勢調査によればアモイ市の人口は353万人余であり，アモイ
島にある２つの区に186万人と，約半数が居住している。2000年11月１日に行われた第５回国勢調
査の時の市の人口が205万人強であったので，この10年の間に150万人近く増加している（アモイ市
2010年第六次全国人口普査主要数据公報，2011年６月11日，アモイ統計信網所載）。2012年の現段
階では，353万人よりもさらに増加していると推測される。なお，国勢調査においては，短期居住
福建省アモイと台湾の城隍廟を通じた宗教文化の交流
後　藤　武　秀
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を目的とする外国人は調査対象に含まれていないので，台湾籍の人々，すなわち台湾人がどの程度
居住しているかは判然としない。というのも，台湾人の場合，いわゆる台商ビザを取得して中国大
陸でビジネスに従事するならば，随時往復が可能であるので，事実上中国大陸に居住していても居
留人口に含まれないからである。
３　アモイ市と台湾との交流
　アモイ市は，台湾に存する中華民国支配下の金門島と小金門島を対岸に見る。アモイ島から小金
門島までは直線距離にしてわずか５キロメートルである。また，翔安区の大嶝島から金門島までも
５キロメートルと指呼の間にある。1958年に金門島侵攻を試みた中華人民共和国軍と中華民国軍の
砲戦が行われたことからもわかるように，改革開放政策が行われる1979年までは両国の軍事対立の
最前線であった。今日では，小三通から三通へと交流が発展した両国関係の最前線に位置している。
アモイ市の東渡港と五通港の２か所の埠頭から金門島水頭港に向けて毎日10便の客船が運航されて
いる。大陸側からは，30分ほど船に乗り，金門島に到着後航空会社のバスに乗り換えれば20分ほど
で金門飛行場すなわち尚義飛行場に到着する。ここから台湾の国内線で，台北，台中，嘉義，台南，
高雄に行くことができる。逆に台湾側からも同様のルートでアモイに到着することができる。2008
年に台湾側で国民党政権が復活してからは中国大陸との関係改善が一段と進み，中国大陸と台湾と
の間に直行便が就航するようになり，アモイの高崎飛行場からも台湾行の直行便が就航している。
さらに，福州の長楽飛行場からも台湾への直行便がある。これらの直行便は，台湾の桃園飛行場だ
けでなく，松山飛行場，台中，高雄などへも飛んでいる。本年度上半期の統計によると，福建省と
台湾の間に１月から６月までの間に3004便の直行便が運航され，38万５千７百人が往来した（中国
新聞網2012年７月26日による）。香港経由，上海経由の便による移動数は把握できないが，便数か
ら見ると相当数がこのルートでも移動しているとみてよい。こうした航空機による移動は時間の節
約にはなるが，若干費用が高いこともあり，上述の金門島経由の船便と台湾の国内線航空機を併用
する方法で，連日多数の人々が移動している。
　現在，中国大陸側と台湾側との関係，特に福建省と台湾との関係は両岸関係と一般に呼んでいる。
台湾海峡を挟んで西と東に分かれていることから，大陸側を海西，台湾側を海東と呼ぶこともある。
この両岸の関係は，特に経済関係の拡大が今日的課題となっており，アモイ市側では様々な両岸関
係の密接化を促進するための活動が展開されている。特に，台湾からの投資を目的とした展示会は
数多く開催されており，なかでも例年９月に開催される海峡フォーラムでは，アモイ市の会展中心
（パビリオン）等市内の各施設を利用して両岸双方の商品の商談会が大規模に行われるだけでなく，
文化・芸術・学術交流の機会も多数設定されている。厦門大学台湾研究院でもこの機会に合わせて
台湾側から研究者を招き，学術討論会を開催している。本年度の共通テーマは日本統治時代の台湾
文化であった。海峡フォーラムの期間中にアモイに渡航した台湾人は，７千人に上ると言われてい
る。
　このような両岸の交流は必然的に双方の文化に影響を与える。宗教に関連する文化も多分に台湾
の影響を受けている。文化大革命の洗礼を受けた中国では祖先祭祀の施設である墳墓や祖廟は唯物
論に反するものとして破壊された。福建省においても同様で，古い時代の祖廟はほとんど見ること
ができない。しかし，文化大革命が終わり改革開放政策によって精神文化の開放も進むようになる
と，福建省のあちこちで伝統的な祖廟や土地公の再建や建造が行われるようになってきた。今日，
アモイ市の随所に廟を認めることができるし，洪文地区には真新しい洪氏祖廟が建設されている
（写真３）。泉州市など福建省の各地で同様に廟を見ることができる。
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４　城隍廟の交流
　そのような廟の一つがアモイ市の城隍廟である（写真４）。アモイ城が建設されたのは明の洪武
20年（1387年）であり，それと同時に城隍廟がアモイ城南門の城内に建立された。今の厦門大学第
１病院の立地するところである。しかし，20世紀に入ると打ち続く戦乱のために破壊され，70年代
に入ると都市建設のために完全に破壊されてしまった。
　1990年代末より城隍廟の再建に取り組んだのが呉天発氏らである。呉氏は建設業に従事していた
が，その傍ら城隍廟の再建に熱意を燃やし，自ら仕事の合間に廟の建設を手掛け，有志の拠金も得
て，数年の日月を費やして今日の城隍廟を作り上げた。アモイ大学からそう遠くない南華路という
小さな路地を入ると，自動車整備工場の敷地の裏手に城隍廟がある。そこには台湾の国民党の行政
院長であった呉伯雄の筆になる扁額が掲げられている。
　アモイ市の城隍廟が復興されたことは，市民に歓迎されただけでなく，両岸の宗教文化交流の大
きな契機ともなった。本年４月30日，アモイ市の対岸の金門島で両岸三地金門迎城隍の式典が開催
された。三地とは，アモイ，漳州，台湾を指すようであるが，実際には台湾海峡を挟んだ両岸を意
味している。福建省と台湾各地の城隍爺が一堂に会するのは今回で６度目であり，昨年は福州で開
催された。今年，金門島で開催されたのは，金門島最大の城隍廟である浯島廟の遷治，すなわち建
設332周年を祝してのことである。大会は，金湖鎮の伍徳宮を会場として，福建省，台湾から22の
城隍廟の関係者が集結して行われた。福建省からは，アモイのほか，漳州，長楽などから参加，台
湾からは，台湾最大の城隍廟と言われる新竹，台湾省の城隍廟である台北をはじめ，嘉義，基隆な
どから参加した。廟の祭礼では笛，太鼓，鐘でにぎやかに音楽が演奏され，爆竹が鳴らされる。牛
将軍，馬将軍に扮した信者が練り歩く。台湾ではこうした行事は普通に行われており，金門島の祭
礼でも参加した台湾各地の城隍廟は城隍爺を輿に乗せて練り歩き，牛将軍等も練り歩いた。しかし，
アモイからの参加者は城隍爺を輿に乗せて練り歩き，笛，太鼓，鐘もにぎやかに演奏したが，牛将
軍などは揃っていないことから，持参していなかった。各地の城隍廟からの参加者が順次練り歩い
て祭礼は終わり，夕刻は参加者全員による宴会である。そこでも様々な交流が行われた。その様子
はDVDに収録され，誰でも見ることができる。
５　宗教交流のもたらすもの
　台湾では，日本統治時代もその後の国民党による一党独裁時代も，宗教活動が制限されたことは
なかった。特に，土俗の宗教ともいうべき道教と仏教の混融した廟の文化は，台湾人の心のふるさ
とともいうべき性格を持っている。というのも，こうした廟には必ず祀られている媽祖は航海の安
全の守り神として，福建省等から台湾海峡を渡って台湾に新天地を求めて渡航してきた祖先をもつ
台湾人は，たとえ自らがキリスト教等他の宗教の信者であっても信仰しているからである。さらに，
平安と死後の審判を司る城隍爺もまた，同様に台湾人の厚く信仰するところである。
　これに対して，中国では，宗教の自由ないしは，宗教活動の自由が長く禁じられてきたことも
あって，道教と仏教の混融した廟の信仰も事実上禁止されてきた。さらに，近年では都市化の進展
に伴う危険性から爆竹も禁止されている。アモイ市でも同様であり，1997年に爆竹を禁止する条例
が制定されている。中国の大都市では春節に限って爆竹を一部許可するなど伝統文化復活の兆しが
見えはするが，しかし，大部分の都市では依然として禁じられている。爆竹は，邪気を払うもので
あり，台湾では毎月行われる土地公の祭事や鬼月の行事など，日常生活に密着したものとなってい
る。このような漢族伝統の祭礼が中国に復活するのかどうかは定かではないが，少なくとも廟を通
じた宗教文化の交流が進展していくと，徐々にではあろうが，伝統的な宗教文化行事も復活してい
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くのではないかと思われる。台湾に維持されてきた廟の伝統的宗教行事がそれに影響を与えている
ことは間違いのないところである。
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写真１　新たに建立された廟
写真３　洪氏祖陵
写真２　帆礁宮
写真４　廈門城隍廟
